
　　　2一メルカプトイミダゾリンの分解度試験成績報告書

　分　　子　　式　　　 c3H6N2日　（MW102．2　）

　構　造　式

　　　　　　H　　　　　　　　H

　　　　　薗　 〔空箸SH

　　　性　状　　外観：白色粉末　　融点（C）：205～204

　　　　　　　　溶解性：対水29／1001r］1（50℃）

1灘卜一一一・る
　　　試料濃度：100ppm　汚泥濃度：50ppn　試験期間：2週間

　51　試験装置

　　　　酸素消費営自動測定機

　5、2　 酸素消費量禎U定

　　　　5，1の記録による

　55　生分解試験後の直接定量法

　　（a）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　液体クロマトグラ7

t　試験期間　　昭和55年5月51日～昭和55年9月ゴ4日

2・　試　　料　　名　　　　2一メノレカプトイミタソリン　（試料斑K－578　）

孟　試験方法及び条件
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　分析試料の前処理
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　分析条件

　全有機炭素分析剖’（T　o　c計）

　　流速　　T　C回路　　 200m1／皿in

　　温度　T　C炉　　9日O　C

　液体クローマトグラフ

　　カラム　8鳳φ×O，5常

　　固定相　OHパック
　　溶　離　液　　　0．02M－H3PO4水溶液

　　流　　　　速　　　1．5皿1／血

　　検　出　器　　u　v

試験結果
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5　備　　考

　試料の採取

　　試料が直ちには水に溶けないので、100ppm相当の水溶液

　及び基液を調製し、完全に溶解させた後・それぞれ500皿を・

　分取し、汚泥50ppn相当の汚泥を添加した。

ク一口メー夕日へのセット状況

　仕込時　皿：水系Z2　ナ汚泥系ス0

　終了時　P且：水系Z5　，汚泥系ZO

ム　参考文献

　　（1）　 TheL産erk工且dex，P651 9thedition，1976
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　　（財』）化学∴監「1検で近』満会化学【㌦11r！安全センター
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7日目のアニリンの分腋舛　％


